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中
国
研
究
集
刊 

柰
号
（
第
六
十
六
号
） 

令
和
二
年
八
月 

七
八
―
八
七
頁 

   
 

安
大
簡
『
詩
経
』
を
読
む
た
め
に

 

 
 

 
 

―
『
詩
経
』
関
連
文
献
提
要
（
一
）
―

 

 

鳥 

羽 

加 

寿 

也 
 

 

  

本
提
要
は
、
先
秦
期
の
貴
重
な
『
詩
経
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
安
大
簡
『
詩
経
』
の
公
開

を
受
け
、
安
大
簡
『
詩
経
』
自
体
の
研
究
や
、
或
い
は
『
詩
経
』
成
立
史
の
研
究
等
を
行

う
際
に
、
参
照
価
値
の
高
い
と
思
わ
れ
る
文
献
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
安

大
簡
及
び
安
大
簡
『
詩
経
』
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
概
説
し
て
か
ら
、
特
に
『
詩
経
』
異
文
・

三
家
詩
・
出
土
文
献
に
よ
る
『
詩
経
』
研
究
に
関
す
る
も
の
を
紹
介
す
る
。 

  

安
大
簡
及
び
安
大
簡
『
詩
経
』 

  

安
大
簡
と
は
、
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
の
略
称
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
の
初
め
に
安

徽
大
学
が
入
手
し
た
竹
簡
を
指
す
。
全
体
で
一
一
六
七
枚
の
竹
簡
か
ら
な
り
、
保
存
状
態

は
良
好
で
あ
る
。
発
掘
簡
で
は
な
い
も
の
の
、
文
字
の
風
格
や
科
学
的
測
定
か
ら
、
戦
国

楚
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

安
大
簡
に
は
、
既
に
公
開
さ
れ
た
『
詩
経
』
の
他
に
も
、
楚
国
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
、

儒
家
文
献
を
主
と
す
る
諸
子
類
文
献
、
楚
辞
の
逸
篇
と
み
ら
れ
る
文
献
、
占
い
に
関
す
る

文
献
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
公
開
が
待
た
れ
る
。 

 

安
大
簡
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
黄
徳
寛
「
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
概
述
」

（
『
文
物
』
二
〇
一
七
年
九
月
（
総
第
七
三
六
期
）
、
文
物
出
版
社
）
及
び
そ
の
日
本
語

訳
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

安
大
簡
『
詩
経
』
は
、
『
詩
経
』
の
国
風
部
分
の
一
部
（
五
十
七
篇
）
に
あ
た
る
詩
が

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竹
簡
の
下
部
に
は
も
と
か
ら
一
～
一
一
七
ま
で
の
番
号
が
振

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
九
十
七
枚
の
み
が
残
る
。 

 

伝
世
『
詩
経
』
と
比
較
す
る
と
、
大
量
の
異
文
の
存
在
の
他
に
、
国
風
の
順
序
に
大
き

な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
『
毛
詩
』
で
は
周
南
・
召
南
・
邶
・
鄘
・
衛
・
王
・

鄭
・
斉
・
魏
・
唐
・
秦
・
陳
・
檜
・
曹
・
豳
と
排
列
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
安
大
簡
『
詩

経
』
は
周
南
・
召
南
・
秦
・
（
欠
失
）
・
侯
・
鄘
・
魏
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
大
簡

で
「
侯
風
」
に
含
ま
れ
る
詩
は
『
毛
詩
』
で
は
魏
風
に
属
し
、
「
魏
」
に
含
ま
れ
る
詩
は

『
毛
詩
』
で
は
そ
の
多
く
が
唐
風
に
属
す
。
そ
の
ほ
か
、
個
別
の
詩
篇
内
部
に
お
い
て
も
、

章
の
順
序
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
な
ど
、
興
味
深
い
現
象
が
み
ら
れ
る
。 

 

本
文
献
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
『
詩
経
』
の
最
古
の
纏
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
今
後
の
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『
詩
経
』
テ
キ
ス
ト
の
成
立
及
び
伝
承
過
程
の
研
究
に
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 

な
お
、
安
大
簡
『
詩
経
』
は
、
『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一
）
』
（
安
徽
大
学
漢
字

発
展
与
応
用
研
究
中
心
編
、
黄
徳
寛
・
徐
在
国
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
九
年
八
月
、

全
三
三
五
頁
、
縦
組
繁
体
字
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

  

『
詩
経
』
異
文
・
三
家
詩 

 

『
金
石
簡
帛
詩
経
研
究
』
（
于
茀
著
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
十
月
、
全
二

四
八
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

 

出
土
資
料
や
石
経
を
用
い
て
詩
経
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
検
討
す
る
研
究
書
。
出
土
青

銅
器
の
銘
文
、
簡
帛
、
漢
石
経
の
詩
経
テ
キ
ス
ト
と
、
四
家
詩
（
毛
詩
・
斉
詩
・
魯
詩
・

韓
詩
）
の
テ
キ
ス
ト
と
を
全
篇
に
わ
た
っ
て
比
較
し
、
そ
の
異
同
に
考
察
を
加
え
る
上
篇

と
、
上
博
簡
『
孔
子
詩
論
』
で
、
主
に
整
理
者
が
解
釈
し
て
い
な
い
、
或
い
は
誤
っ
た
解

釈
を
行
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
考
察
と
訂
正
を
行
っ
て
い
る
下
篇
か
ら
な
る
。 

 

上
篇
「
金
石
簡
帛
与
四
家
詩
異
文
彙
考
」
は
た
だ
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
指
摘
し
、
原
釈

を
列
挙
す
る
の
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
、
該
当
箇

所
に
対
す
る
文
字
学
の
面
か
ら
の
考
察
も
網
羅
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
安
大
簡
『
詩
経
』

を
読
む
際
に
は
、
こ
の
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
詩
の
特
定
の
箇
所
に
つ
い

て
、
他
の
テ
キ
ス
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
度
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点

で
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

下
篇
「
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
簡
詩
論
考
釈
」
は
『
孔
子
詩
論
』
の
字
句
の
考
察
が
主

で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
『
詩
』
解
釈
と
毛
伝
・
鄭
箋
の
解
釈
と
の
比

較
検
討
を
行
う
。
筆
者
は
多
く
の
例
に
お
い
て
、
『
孔
子
詩
論
』
の
解
釈
は
、
毛
伝
・
鄭

箋
の
解
釈
よ
り
も
、
詩
の
本
義
に
近
い
と
主
張
す
る
。 

 

本
書
の
異
文
に
関
す
る
記
述
は
網
羅
的
か
つ
整
理
さ
れ
て
お
り
、
後
述
の
阜
陽
漢
簡

『
詩
経
』
や
石
経
と
い
っ
た
断
片
的
な
資
料
を
横
断
し
て
参
照
す
る
際
に
特
に
有
用
で
あ

る
が
、
本
書
の
完
成
（
二
〇
〇
二
年
）
当
時
に
は
、
ま
だ
上
博
簡
第
一
分
冊
ま
で
し
か
公

開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の
新
出
土
資
料
の
情
報
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。 

  

『
先
秦
両
漢
典
籍
引
《
詩
経
》
資
料
彙
編
』
（
何
志
華
・
陳
雄
根
編
著
、
中
文
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
全
三
一
〇
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

  

先
秦
及
び
漢
代
に
成
立
し
た
伝
世
文
献
に
見
え
る
、
『
詩
経
』
の
直
接
或
い
は
間
接
的

な
引
用
を
列
挙
し
た
工
具
書
。
三
〇
五
篇
の
他
、
逸
詩
も
収
め
る
。 

 

本
書
は
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
『
毛
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
の
下
に
、
そ
れ
に
相
当
す
る
箇
所

の
引
用
と
出
所
を
記
す
の
み
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
に
関
す
る
考
察
や
、
優
劣
の
判

定
、
系
統
に
関
す
る
考
察
は
一
切
行
わ
な
い
、
純
然
た
る
工
具
書
で
あ
る
。
ま
た
、
収
録

す
る
範
囲
も
、
あ
く
ま
で
先
秦
及
び
漢
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
伝
世
文
献
の
み
で

あ
り
、
二
〇
〇
四
年
当
時
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
た
、
郭
店
簡
や
阜
陽
漢
簡
、
或
い
は
石

経
な
ど
に
お
け
る
詩
の
引
用
や
異
文
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
本
書
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
『
詩
経
』
の
本
文
の
み
な
ら
ず
、
詩
序
の
引
用
或
い

は
関
連
記
述
も
収
録
さ
れ
て
い
る
点
と
、
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
か
否
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
例
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
車
攻
に

「
弓
矢
既
調
」
と
あ
り
、
本
書
で
は
こ
れ
に
関
連
し
て
、
『
管
子
』
形
勢
解
の
「
調
和
其

弓
矢
而
堅
守
之
」
を
引
く
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
文
字
検
索
で
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発
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
こ
こ
に
本
書
の
価
値
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

  

『
商
周
逸
詩
輯
考
』
（
王
輝
斌
著
、
黄
山
書
社
、
二
〇
一
二
年
八
月
、
全
四
一
二
頁
、

横
組
簡
体
字
） 

  

商
周
代
の
も
の
と
さ
れ
る
逸
詩
を
収
集
し
た
研
究
書
。 

 

収
録
さ
れ
る
詩
の
範
囲
は
、
出
土
品
（
銘
文
や
竹
簡
）
を
含
ま
ず
、
伝
世
文
献
の
み
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
「
逸
詩
」
の
定
義
は
、
一
般
的
な
定
義
と
は
異
な
り
、

例
え
ば
『
荀
子
』
成
相
の
よ
う
な
韻
文
や
、
「
得
人
者
興
、
失
人
者
崩
」
と
い
っ
た
有
韻

の
諺
言
、
さ
ら
に
は
無
韻
の
諺
言
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
篇
目
の
み
遺
さ
れ
た

逸
詩
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
書
は
そ
れ
ら
の
「
逸
詩
」
を
、
時
期
に
よ
っ
て
殷
商
・
西
周
・
東
周
に
分
類
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
出
処
を
明
記
す
る
。
ま
た
複
数
の
出
処
が
あ
り
、
そ
の
間
で
字
句
が
一
致
し
な

い
場
合
に
は
校
定
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
「
逸
詩
」
の
時
代
を
判
断
す
る
根
拠
を
挙
げ
る
。 

 

安
大
簡
『
詩
経
』
の
公
開
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
『
孔
子
詩
論
』
や
阜
陽
漢
簡
『
詩

経
』
に
よ
っ
て
進
ん
で
き
た
『
詩
経
』
成
立
史
の
研
究
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
孔
子
刪
詩
の
有
無
や
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
は

一
つ
の
大
き
な
研
究
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
は
刪
除
さ
れ
た
逸
詩
を
論
ず
る
上

で
大
き
な
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

  

『
両
漢
三
家
詩
研
究
』
（
趙
茂
林
著
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
全
六
五
七

頁
、
横
組
簡
体
字
） 

 

 

三
家
詩
の
研
究
史
か
ら
各
詩
説
の
異
同
、
そ
の
盛
衰
に
至
る
ま
で
を
論
じ
た
、
総
合
的

な
研
究
書
。 

 

「
緒
論
」
で
は
、
宋
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
三
家
詩
研
究
を
、
重
要
書
籍
の
提
要
を
挙

げ
つ
つ
概
説
し
、
そ
の
特
質
を
論
じ
る
。 

 

第
一
章
「
三
家
《
詩
》
淵
源
考
論
」
で
は
、
テ
キ
ス
ト
と
詩
説
と
を
分
け
て
考
え
る
と

い
う
方
針
に
基
づ
き
、
先
秦
の
『
詩
』
テ
キ
ス
ト
の
来
源
を
史
書
の
記
述
や
出
土
資
料
の

詩
経
引
用
部
分
と
の
比
較
に
よ
っ
て
探
り
、
詩
説
の
来
源
を
『
孔
子
詩
論
』
や
『
荀
子
』

と
の
関
係
を
も
と
に
考
察
す
る
。 

 

第
二
章
「
三
家
《
詩
》
文
本
的
面
貌
」
で
は
、
三
家
詩
の
分
巻
や
篇
数
と
い
っ
た
書
誌

学
的
な
問
題
に
関
し
て
、
毛
詩
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
異
同
が
存
在
し
た
か
に
つ
い
て

の
考
察
が
行
わ
れ
る
。 

 

第
三
章
「
三
家
《
詩
》
説
的
特
点
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
説
の
基
礎
に
あ
る
理
論
か

ら
、
詩
の
背
景
や
詩
義
そ
の
も
の
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
、
各
家
の
特
徴
を
考
察
す
る
。 

 

第
四
章
「
三
家
《
詩
》
的
知
名
学
者
及
其
著
述
」
で
は
、
三
家
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
の
開
祖

か
ら
受
け
継
い
だ
学
者
た
ち
を
挙
げ
、
そ
の
伝
承
過
程
を
追
う
。
ま
た
三
家
詩
の
序
や
、

三
家
詩
に
関
連
す
る
逸
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

第
五
章
「
三
家
《
詩
》
的
流
変
」
で
は
、
三
家
詩
が
官
学
と
な
り
発
展
し
、
そ
し
て
次

第
に
毛
詩
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
衰
退
す
る
過
程
を
概
説
し
、
そ
の
理
由
を
探
る
。 

 

安
大
簡
『
詩
経
』
は
、
先
秦
時
代
の
『
詩
経
』
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
貴
重
な
資

料
で
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
詩
経
』
成
立
史
研
究
の
大
き
な
進
歩
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
研
究
の
過
程
で
は
、
『
詩
経
』
の
成
立
史
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
本

書
は
必
読
で
あ
ろ
う
。 
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『
詩
三
家
義
集
疏
』
（
〔
清
〕
王
先
謙
撰
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
二
月
（
一
九
一

五
年
刊
行
）
、
上
下
冊
全
一
一
二
五
頁
、
縦
組
繁
体
字
） 

  

三
家
詩
（
斉
詩
・
魯
詩
・
韓
詩
）
の
逸
文
と
遺
説
と
を
収
集
し
、
そ
れ
に
疏
を
付
し
た

書
。
本
書
は
清
代
に
至
る
ま
で
の
三
家
詩
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
三
家
詩
に
つ
い
て
の

情
報
、
特
に
三
家
の
詩
理
解
の
異
同
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
い
場
合
に
基
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。 

 

本
書
の
書
式
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
『
詩
経
』
の
本
文
が
あ
り
、
そ
の
後
に
、

各
種
典
籍
か
ら
網
羅
的
に
収
集
さ
れ
た
三
家
詩
の
異
文
及
び
遺
説
が
示
さ
れ
る
。
続
い
て

「
疏
」
と
し
て
、
ま
ず
毛
伝
・
鄭
箋
が
引
か
れ
、
次
に
『
説
文
』
『
爾
雅
』
か
ら
清
朝
考

証
学
者
た
ち
の
説
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
解
釈
の
引
用
と
と
も
に
、
王
先
謙
自
身
の
判
断

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
が
膨
大
か
つ
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
間
に
も
王
氏
の
疏
が
挿

入
さ
れ
る
た
め
、
ど
の
範
囲
が
誰
の
意
見
で
あ
る
の
か
一
見
し
て
判
別
が
難
し
い
場
合
も

あ
る
の
で
、
参
照
の
際
に
は
中
華
書
局
の
点
校
本
が
有
用
で
あ
る
。 

 

王
氏
の
著
作
の
主
眼
は
三
家
詩
に
あ
り
、
毛
伝
の
解
釈
を
否
定
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
な
が
ら
書
中
に
は
馬
瑞
辰
の
『
毛
詩
伝
通
釈
』
や
陳
奐
の
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
も
引
か

れ
て
お
り
、
『
毛
詩
』
の
み
に
基
い
て
『
詩
経
』
を
論
ず
る
場
合
、
或
い
は
安
大
簡
『
詩

経
』
の
よ
う
な
、
注
を
含
ま
な
い
本
文
の
み
の
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
た
研
究
を
行
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
本
書
の
参
照
価
値
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。 

  

『
韓
詩
外
伝
』 

  

春
秋
戦
国
の
故
事
を
述
べ
、
そ
の
末
尾
に
故
事
と
関
連
す
る
詩
句
を
引
用
す
る
と
い
う

形
式
を
と
る
説
話
集
。
撰
者
は
前
漢
の
韓
嬰
と
さ
れ
る
。
『
韓
詩
』
に
関
す
る
著
作
と
し

て
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
他
に
『
韓
故
』
『
韓
内
伝
』
『
韓
説
』
が

存
在
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
書
の
詩
の
引
用
は
、
所
謂
「
断
章
取
義
」
の
傾
向
が
あ
り
、
詩
の
引
用
意
図
が
、
詩

の
本
義
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
や
、
同
一
の
詩
句
が
複
数
の
箇
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
意
図
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
陳
澧
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
の
引
用
方
法
に
つ
い
て
、

『
礼
記
』
坊
記
・
中
庸
・
表
記
・
緇
衣
・
大
学
諸
篇
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
「
断
章
取
義
」

は
孔
子
門
下
の
詩
学
の
流
儀
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

本
書
は
詩
学
の
著
作
で
は
あ
る
が
、
諸
子
文
献
か
ら
の
引
用
も
み
ら
れ
る
。
特
に
『
荀

子
』
か
ら
の
引
用
が
目
立
つ
こ
と
は
、
王
応
麟
な
ど
が
、
韓
詩
を
、
荀
子
を
祖
と
す
る
詩

学
系
統
で
あ
る
と
考
え
る
根
拠
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
現
行
の
『
韓
詩
外
伝
』
は
完
本
で
は
な
く
、
逸
文
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
屈
守
元
『
韓
詩
外
伝
箋
疏
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
六
年
三
月
、
全
一
一
五
四

頁
、
縦
組
繁
体
字
）
に
は
、
明
清
の
逸
文
収
集
の
成
果
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

を
参
照
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

  

阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』 

  

一
九
七
七
年
に
、
安
徽
省
の
阜
陽
双
古
堆
一
号
漢
墓
（
前
漢
の
第
二
代
汝
陰
侯
夏
侯
竈

の
墓
）
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
。
夏
侯
竈
の
卒
年
が
前
一
六
五
年
（
漢
文
帝
十
五
年
）
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
が
こ
の
竹
簡
の
年
代
の
下
限
と
な
る
。
欠
損
が
激
し
く
、
全
部
で
百
七
十

余
り
の
断
片
か
ら
成
る
。
国
風
と
小
雅
に
あ
た
る
部
分
が
残
っ
て
い
る
が
、
檜
風
の
簡
は

確
認
で
き
ず
、
ま
た
小
雅
も
鹿
鳴
之
什
の
一
部
の
み
が
残
る
。
ま
た
、
『
詩
経
』
の
本
文

の
他
に
、
詩
序
と
思
わ
れ
る
残
簡
も
わ
ず
か
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
る
。
発
見
当
時
は
現
存

す
る
最
古
の
『
詩
経
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。 
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本
竹
簡
は
一
九
八
四
年
第
八
期
の
『
文
物
』
に
お
い
て
、
図
版
と
釈
文
と
が
同
時
に
公

開
さ
れ
た
。 

 

本
竹
簡
の
テ
キ
ス
ト
は
毛
詩
や
そ
の
他
三
家
詩
と
比
較
し
て
も
大
き
く
異
な
る
と
は

い
え
、
字
の
意
味
が
変
わ
る
よ
う
な
異
文
は
多
く
は
無
い
た
め
、
詩
義
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
用
字
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
た
め
、
李
学
勤
氏
は
こ
れ

を
「
楚
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
（
四
家
詩
と
は
異
な
る
）
も
う
一
種
の
テ
キ
ス
ト
」
で
あ
る

と
し
、
整
理
者
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
の
是
非
や
、
楚
国
に
お
け
る
『
詩
』

の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
安
大
簡
『
詩
経
』
の
発
見
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

  

出
土
文
献
に
よ
る
『
詩
経
』
研
究 

 

上
博
簡
『
孔
子
詩
論
』
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
所
収
） 

  

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
に
含
ま
れ
る
、
『
詩
』
の
論
評
集
。
完
簡
残
簡
合
わ

せ
て
計
二
十
九
枚
の
竹
簡
か
ら
な
る
。
『
孔
子
詩
論
』
は
整
理
者
に
よ
る
命
名
。
本
文
献

と
孔
子
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
『
詩
論
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

整
理
者
は
そ
の
内
容
か
ら
本
文
献
を
四
部
分
に
分
け
、
第
一
部
分
を
詩
序
、
第
二
部
分

を
頌
・
雅
の
論
評
、
第
三
部
分
を
国
風
の
論
評
、
第
四
部
分
を
総
論
（
単
一
の
竹
簡
内
に

風
・
頌
・
雅
の
論
評
が
共
存
す
る
）
と
整
理
し
て
い
る
。 

 

第
一
部
分
は
孔
子
に
よ
る
『
詩
』
全
体
に
つ
い
て
の
論
評
と
、
頌
・
大
雅
・
国
風
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
な
る
。 

 

第
二
部
分
は
、
頌
の
清
廟
・
烈
文
・
昊
天
有
成
命
、
大
雅
の
皇
矣
・
大
明
、
小
雅
の
十

月
之
交
・
雨
無
正
・
節
南
山
・
小
旻
・
小
苑
・
小
弁
・
巧
言
・
伐
木
・
天
保
・
祈
父
・
黄

鳥
・
菁
菁
者
莪
・
裳
裳
者
華
に
あ
た
る
詩
の
論
評
で
あ
る
。 

 

第
三
部
分
は
、
国
風
の
関
雎
・
樛
木
・
漢
広
・
鵲
巢
・
甘
棠
・
緑
衣
・
燕
燕
・
東
方
未

明
・
将
仲
子
・
揚
之
水
に
あ
た
る
詩
と
、
今
本
『
毛
詩
』
未
見
の
詩
一
篇
に
つ
い
て
の
評

語
で
あ
る
。 

 

第
四
部
分
は
風
・
頌
・
雅
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
木
瓜
・
無
将
大
車
・
杕
杜
（
小

雅
）
・
湛
露
・
宛
丘
・
猗
嗟
・
鳲
鳩
・
文
王
・
生
民
・
鹿
鳴
・
兔
罝
・
蕩
・
兔
爰
・
大
田
・

柏
舟
（
邶
風
）
・
谷
風
・
蓼
莪
・
隰
有
萇
楚
・
蟋
蟀
・
北
風
・
青
蝿
・
巻
耳
・
褰
裳
に
あ

た
る
詩
と
、
今
本
『
毛
詩
』
未
見
の
詩
六
篇
が
評
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
文
献
の
『
詩
』
理
解
及
び
各
詩
篇
の
順
序
は
『
毛
詩
』
と
は
異
な
り
、
三
家
詩
以
前

の
先
秦
期
の
『
詩
』
理
解
や
、
『
詩
』
成
立
史
を
論
ず
る
上
で
多
大
な
影
響
を
持
つ
資
料

で
あ
る
。
後
述
の
『
楚
簡
与
先
秦
《
詩
》
学
研
究
』
や
『
孔
子
詩
論
研
究
』
を
は
じ
め
、

既
に
多
く
の
研
究
が
、
本
文
献
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

  

上
博
簡
『
采
風
曲
目
』
『
逸
詩
』
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
所
収
） 

 
 

『
采
風
曲
目
』
は
、
歌
曲
を
分
類
し
た
目
録
で
あ
る
。
六
枚
の
竹
簡
か
ら
な
り
、
破
損

が
激
し
い
。
そ
の
内
容
は
、
五
声
（
宮
角
商
徴
羽
）
に
よ
っ
て
詩
曲
を
分
類
し
、
そ
の
題

名
を
列
挙
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
本
文
献
に
お
い
て
は
、
五
声
の
内
「
角
」
の

分
類
は
見
ら
れ
な
い
。 

 
本
文
献
に
記
録
さ
れ
る
詩
曲
の
篇
名
は
、
僅
か
に
「
碩
人
」
が
『
詩
経
』
衛
風
の
「
碩

人
」
と
一
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
を
除
け
ば
全
て
現
行
の
『
詩
経
』
に
収

録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。 

本
篇
の
文
献
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
当
時
音
楽
文
化

の
盛
ん
で
あ
っ
た
楚
国
に
お
い
て
、
楽
官
が
民
間
の
詩
曲
を
収
集
す
る
際
に
整
理
し
た
目
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録
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
元
来
『
詩
経
』
を
は
じ
め
と
し
た
詩
は
歌
唱
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
音
楽
も
何
ら
か
の
形
で
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
『
楽
経
』
は
焚
書
に
よ
り
失

わ
れ
た
。
こ
う
し
て
先
秦
の
音
楽
に
関
す
る
資
料
は
多
く
が
失
わ
れ
た
が
、
本
篇
は
そ
の

難
を
逃
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

 

『
逸
詩
』
は
、
整
理
者
に
よ
っ
て
仮
に
『
交
交
鳴 

』
『
多
薪
』
と
名
付
け
ら
れ
た
二

篇
の
詩
で
あ
る
。 

 

『
交
交
鳴 

』
は
「
君
子
」
を
褒
め
称
え
る
詩
で
あ
り
、
三
章
構
成
で
、
一
章
は
十
句
、

一
句
は
四
字
と
な
っ
て
い
る
。 

 

『
多
薪
』
は
兄
弟
の
絆
を
詠
う
詩
で
あ
り
、
残
欠
部
分
を
除
け
ば
二
章
、
一
章
は
四
句
、

一
句
は
お
お
よ
そ
四
字
と
な
っ
て
い
る
。 

 

い
ず
れ
の
詩
に
も
現
存
す
る
『
詩
経
』
の
詩
と
類
似
し
た
修
辞
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

元
来
は
『
詩
経
』
の
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
孔
子
に
よ
る
刪
詩
の
結
果
削
除
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

『
阜
陽
漢
簡
詩
経
研
究
』
（
胡
平
生
・
韓
自
強
編
著
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八

年
五
月
、
全
一
一
〇
頁
、
縦
組
繁
体
字
） 

  

先
に
挙
げ
た
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
の
基
礎
的
な
研
究
書
。
編
著
者
の
胡
平
生
氏
及
び
韓

自
強
氏
は
、
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
の
整
理
者
で
あ
る
。
巻
前
に
は
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
の

図
版
と
模
写
が
付
属
す
る
。 

 

内
容
は
、
ま
ず
「
釈
文
」
が
あ
り
、
続
い
て
「
簡
論
」
で
は
、
『
毛
詩
』
と
比
較
し
た

場
合
の
異
文
を
挙
げ
、
「
音
義
相
同
或
相
近
的
異
文
」
「
意
義
可
能
不
同
的
異
文
」
「
虚

詞
的
異
文
」
「
今
本
『
毛
詩
』
或
『
阜
詩
』
的
錯
字
造
成
的
異
文
」
に
分
類
す
る
。 

次
に
、
以
上
の
情
報
に
基
づ
き
、
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
の
系
統
と
、
詩
篇
の
順
序
に
関

す
る
考
察
を
行
う
。
著
者
は
系
統
に
つ
い
て
、
斉
魯
韓
毛
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
と
し
、

李
学
勤
氏
の
「
楚
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
（
四
家
詩
と
は
異
な
る
）
も
う
一
種
の
テ
キ
ス
ト
」

で
あ
る
と
い
う
見
解
を
支
持
す
る
。
順
序
に
関
し
て
は
、
一
部
『
毛
詩
』
と
異
な
る
部
分

が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
王
先
謙
が
『
毛
詩
』
に
お
け
る
邶
風
・
鄘
風
・

衛
風
の
分
類
を
批
判
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
非
『
毛
詩
』
系
の
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
に
お

い
て
も
邶
風
が
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
以
て
反
論
す
る
。 

続
く
「
阜
陽
漢
簡
《
詩
経
》
異
文
初
探
」
で
は
、
「
簡
論
」
を
受
け
、
す
べ
て
の
異
文

に
つ
い
て
詳
細
な
注
を
付
け
る
。
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
を
利
用
す
る
際
に
は
ま
ず
こ
の
注
を

参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
竹
簡
の
形
制
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
り
、
巻
末
に
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
た
阜

陽
漢
簡
『
詩
経
』
復
元
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

  

清
華
簡
研
究
（
第
二
緝
）
【
清
華
簡
与
《
詩
経
》
研
究
】
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集

（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
全
三
〇

七
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

  

二
〇
一
三
年
十
一
月
に
香
港
浸
会
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
学
術
会
議
の
論
文
集
。
清
華

簡
『
周
公
之
琴
舞
』
『
耆
夜
』
『
芮
良
夫
毖
』
等
の
文
献
に
現
れ
る
韻
文
に
関
す
る
考
察

が
多
く
載
っ
て
い
る
。 

 
『
周
公
之
琴
舞
』
に
関
し
て
は
、
伝
世
『
詩
経
』
の
閔
予
小
子
之
什
の
詩
を
参
考
に
そ

の
性
質
を
論
じ
た
李
学
勤
「
読
《
周
公
之
琴
舞
》
小
記
」
、
詩
に
お
け
る
「
乱
」
「
乱
曰
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
邱
德
修
「
《
周
公
之
琴
舞
》
簡
『
乱
曰
』
新
証
」
、
原
釈
に
い
く
つ

か
の
重
要
な
訂
正
を
加
え
る
季
旭
昇
「
《
周
公
之
琴
舞
》
『
周
公
作
多
士
儆
毖
』
小
考
」
、

古
く
は
各
国
に
様
々
な
版
本
の
『
詩
』
が
存
在
し
た
可
能
性
を
論
じ
る
劉
麗
文
・
段
露
航



（ 84 ） 

「
清
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》
対
《
詩
経
》
流
伝
与
編
定
的
啓
示
」
な
ど
の
論
文
計
十
篇
が

収
録
さ
れ
る
。 

 

『
耆
夜
』
に
関
し
て
は
、
引
用
さ
れ
る
『
蟋
蟀
』
の
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
中
の
「
不
喜

不
楽
」
に
お
け
る
「
不
」
を
、
否
定
副
詞
で
は
な
く
語
助
詞
と
し
て
と
ら
え
、
解
釈
を
試

み
る
李
均
明
「
『
蟋
蟀
』
詩
主
旨
辨
」
、
『
耆
夜
』
の
『
蟋
蟀
』
と
『
詩
経
』
唐
風
の
『
蟋

蟀
』
を
比
較
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
耆
夜
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
議
論
す
る
李
鋭
「
清

華
簡
『
耆
夜
』
再
探
」
な
ど
、
論
文
計
四
篇
が
収
録
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
論
文
の
内
、
特
に
「
清
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》
対
《
詩
経
》
流
伝
与
編
定
的

啓
示
」
な
ど
の
、
先
秦
期
の
『
詩
』
の
伝
承
過
程
に
関
す
る
も
の
は
、
安
大
簡
『
詩
経
』

と
い
う
新
た
な
材
料
を
得
て
、
再
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  

『
楚
簡
与
先
秦
《
詩
》
学
研
究
』
（
曹
建
国
著
、
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

三
月
、
全
二
九
八
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

  

主
に
『
孔
子
詩
論
』
を
利
用
し
て
、
先
秦
『
詩
』
学
の
特
徴
と
発
展
と
を
論
じ
た
研
究

書
。
緒
論
を
含
め
て
八
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 

 

緒
論
「
楚
簡
与
先
秦
『
詩
』
学
研
究
」
で
は
、
既
出
の
阜
陽
漢
簡
『
詩
経
』
や
、
郭
店

簡
と
い
っ
た
資
料
、
ま
た
『
孔
子
詩
論
』
に
関
し
て
の
各
方
面
の
研
究
の
状
況
を
簡
潔
に

紹
介
す
る
。 

 

第
一
章
「
『
孔
子
詩
論
』
文
字
校
釈
与
簡
序
編
聯
」
で
は
、
先
行
研
究
で
複
数
の
意
見

が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
取
捨
、
あ
る
い
は
新
た
に
説
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

筆
者
の
『
詩
論
』
解
釈
に
お
け
る
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。 

 

第
二
章
「
孔
子
与
『
孔
子
詩
論
』
」
で
は
、
『
孔
子
詩
論
』
が
孔
子
の
『
詩
』
学
思
想

を
多
く
受
け
継
い
で
い
る
と
述
べ
、
そ
れ
を
孔
子
の
『
詩
』
学
に
お
け
る
『
詩
』
観
と
、

『
孔
子
詩
論
』
の
記
述
が
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
示
す
。
ま
た
、
孔
子
『
詩
』
学
に
は

「
情
」
を
重
ん
じ
る
面
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

第
三
章
「
子
游
学
与
『
孔
子
詩
論
』
関
係
考
論
」
で
は
、
各
種
文
献
か
ら
子
游
学
派
の

傾
向
を
確
認
し
た
上
で
、
『
孔
子
詩
論
』
が
「
情
」
に
よ
っ
て
詩
を
論
ず
る
点
や
、
そ
の

他
各
種
概
念
を
子
游
学
派
と
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
『
孔
子
詩
論
』
は
子
游
学
派
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。 

 

第
四
章
「
『
孔
子
詩
論
』
論
詩
与
漢
代
『
詩
』
学
比
較
」
で
は
、
ま
ず
『
詩
大
序
』
と

『
孔
子
詩
論
』
と
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
を
『
詩
大
序
』
に
は
「
正
変
」
の
理
論
の
枠
組

み
が
あ
り
、
詩
歌
の
政
治
的
含
意
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
『
孔
子
詩
論
』
は
詩
歌
に

よ
る
修
身
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
漢
儒
の
説
と
『
孔
子
詩
論
』
の
説
と

を
比
較
し
、
そ
れ
ら
が
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
詩
序
』
の
成
立
年
代
に
疑

問
を
呈
す
る
。 

 

第
五
章
「
上
博
四
逸
詩
『
多
薪
』
『
交
交
鳴 

』
考
論
」
で
は
、
こ
れ
ら
を
釈
読
し
た

上
で
、
そ
こ
に
現
れ
る
事
物
が
楚
文
化
と
関
係
が
深
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
楚
詩
で
あ

る
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
詩
は
『
詩
経
』
の
詩
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
孔
子
に

よ
り
刪
除
さ
れ
た
部
分
で
は
な
い
と
す
る
。 

 

第
六
章
「
従
出
土
楚
簡
看
「
詩
言
志
」
命
題
在
先
秦
的
発
展
」
で
は
、
「
志
」
が
元
来

宗
教
的
な
、
心
の
中
で
の
願
い
を
指
し
て
い
た
と
し
た
上
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
「
志
」

に
関
す
る
問
題
を
検
討
す
る
。 

 

第
七
章
「
先
秦
『
詩
』
本
与
今
伝
『
詩
』
本
関
係
考
論
」
で
は
、
『
孔
子
詩
論
』
と
今

本
『
詩
経
』
と
の
間
に
、
逸
詩
の
存
在
や
詩
篇
の
順
序
と
い
っ
た
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
今
本
『
詩
経
』
が
孔
子
の
整
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
否
定
、
そ

の
成
立
を
漢
初
と
す
る
。 
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『
孔
子
詩
論
述
学
』
（
劉
信
芳
著
、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
、
全
三
二

四
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

  

『
孔
子
詩
論
』
の
総
合
的
研
究
書
。
『
詩
論
』
に
関
す
る
論
考
の
上
篇
と
、
諸
家
の
意

見
を
纏
め
た
『
詩
論
』
集
注
を
主
と
す
る
下
篇
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 

 

上
篇
は
六
章
で
構
成
さ
れ
る
。 

「
楚
簡
『
詩
論
』
所
評
風
、
雅
、
頌
研
究
」
で
は
、
ま
ず
そ
の
思
想
に
儒
家
分
派
以
降

の
背
景
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
続
い
て
『
孔
子
詩
論
』
に
お
い
て
整
理
者
が
第
一

部
分
と
す
る
箇
所
（
詩
序
に
相
当
）
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。 

「
『
詩
論
』
所
評
『
童
而
偕
』
之
詩
研
究
」
で
は
、
関
雎
・
樛
木
・
漢
広
・
鵲
巢
・
甘

棠
・
緑
衣
・
燕
燕
の
七
篇
に
対
す
る
評
語
「
童
而
偕
」
を
、
「
幼
い
が
他
人
と
和
睦
す
る
」

の
意
味
と
し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
き
七
篇
の
詩
の
評
価
を
検
討
す
る
。 

「
『
詩
論
』
所
評
詩
歌
表
現
手
法
研
究
」
で
は
、
十
月
の
評
語
に
見
え
る
「
譬
」
、
小

旻
の
評
語
に
見
え
る
「
擬
」
、
関
雎
の
評
語
に
見
え
る
「
諭
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

「
以
楚
解
『
詩
論
』
」
で
は
、
中
国
思
想
の
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
、
『
詩

論
』
の
思
想
と
他
の
楚
簡
文
献
（
郭
店
簡
）
の
思
想
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の

共
通
性
を
論
ず
る
。 

「
『
詩
論
』
考
釈
的
意
見
分
岐
以
及
相
関
問
題
」
は
、
『
詩
論
』
に
限
ら
ず
出
土
文
献

一
般
に
お
け
る
整
理
作
業
の
原
則
に
対
す
る
意
見
で
あ
る
。 

「
『
詩
論
』
研
究
述
評
」
で
は
、
「
作
者
と
篇
題
」
「
簡
序
と
編
聯
」
「
留
白
簡
」
「
『
詩

論
』
に
て
言
及
さ
れ
る
『
詩
経
』
の
篇
名
」
「
重
要
な
字
句
の
考
釈
」
「
『
詩
論
』
の
学

術
的
価
値
と
研
究
展
望
」
に
つ
い
て
、
重
要
な
先
行
研
究
を
挙
げ
つ
つ
、
現
状
を
紹
介
す

る
。 

 

下
篇
は
、
諸
家
の
意
見
を
集
め
、
最
後
に
著
者
の
意
見
を
述
べ
る
、
一
般
的
な
形
式
の

集
注
と
な
っ
て
い
る
。 

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
《
詩
論
》
解
義
』
（
黄
懐
信
著
、
社
会
科
学
文
献

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
全
三
二
八
頁
、
横
組
簡
体
字
） 

  

『
孔
子
詩
論
』
の
注
釈
書
。
編
聯
や
復
原
の
問
題
に
触
れ
る
冒
頭
部
分
と
、
巻
末
に
収

録
さ
れ
た
三
篇
の
論
考
を
除
き
、
紙
幅
の
大
部
分
は
注
釈
で
あ
る
。
主
な
先
行
研
究
を
挙

げ
、
そ
れ
に
続
い
て
著
者
の
見
解
を
述
べ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
構
成
の
注
釈

書
で
あ
る
が
、
そ
の
注
釈
は
字
句
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
範
に
及
ぶ
。 

 

本
書
の
注
釈
の
特
徴
は
、
著
者
自
身
も
前
言
で
述
べ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
解
釈
に
と

ら
わ
れ
な
い
『
詩
経
』
本
文
の
解
釈
に
立
脚
し
た
、
『
孔
子
詩
論
』
の
解
読
で
あ
る
。
例

え
ば
『
孔
子
詩
論
』
第
五
章
に
「
将
大
車
之
囂
也
、
則
以
為
不
可
如
何
也
」
と
あ
り
、
こ

の
「
囂
」
字
に
関
し
て
数
々
の
意
見
が
出
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
『
詩
経
』
無
将
大
車

の
原
文
で
、
禁
止
命
令
の
意
味
の
「
無
（
な
か
れ
）
」
が
六
回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
、
「
囂
」
を
そ
の
本
義
で
あ
る
「
さ
わ
が
し
い
」
の
意
味
で
解
釈
す
る
と
い
う

見
解
を
出
し
て
い
る
。 

 

本
書
は
『
詩
経
』
本
文
を
重
視
し
た
解
釈
を
特
徴
と
す
る
た
め
、
『
孔
子
詩
論
』
に
詩

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
詩
自
体
に
つ
い
て
の
近
代
的
解
釈
を
提
示
し
た

う
え
で
『
孔
子
詩
論
』
の
論
評
部
分
の
解
釈
を
行
う
。
こ
の
『
詩
』
解
釈
自
体
は
あ
く
ま

で
著
者
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
書
を
参
照
す
る
際
に
は
そ
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。 

  
『
《
孔
子
詩
論
》
研
究
』
（
陳
桐
生
著
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
全
三
四

一
頁
、
横
組
簡
体
字
） 

  

『
孔
子
詩
論
』
の
成
立
や
思
想
特
徴
を
総
合
的
に
論
じ
る
研
究
書
。
付
録
と
し
て
「
孔
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子
詩
論
簡
注
」
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
字
句
の
解
釈
よ
り
は
文
献
自
体
の
性
質
に
対
す
る

考
察
が
主
で
あ
る
。 

 

ま
ず
序
に
代
え
て
、
「
従
『
孔
子
詩
論
』
看
戦
国
南
楚
『
詩
』
学
」
の
章
で
は
、
『
詩
』

を
利
用
し
て
自
ら
の
思
想
を
主
張
す
る
、
『
孟
子
』
に
代
表
さ
れ
る
北
方
の
詩
学
と
比
較

し
て
、
『
孔
子
詩
論
』
の
南
方
の
詩
学
は
、
『
詩
』
そ
れ
自
体
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。 

 

続
い
て
第
一
章
「
『
孔
子
詩
論
』
的
作
者
与
時
代
」
で
は
、
伝
世
文
献
の
記
述
と
の
比

較
か
ら
、
そ
の
作
者
を
、
心
性
説
を
論
ず
る
子
思
派
と
関
係
を
持
つ
、
『
詩
三
百
』
の
専

門
の
儒
者
で
あ
る
と
し
、
成
書
年
代
を
子
思
よ
り
後
か
つ
孟
子
よ
り
前
と
予
想
す
る
。 

 

第
二
章
「
『
孔
子
詩
論
』
学
術
思
想
考
源
」
で
は
、
『
孔
子
詩
論
』
の
思
想
の
源
流
と

し
て
、
『
性
情
論
』
や
『
性
自
命
出
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
子
思
学
派
の
性
情
学
と
、
そ
れ

と
結
び
つ
い
た
礼
学
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
具
体
的
な
詩
説
に
つ
い
て
は
、
他
の
典
籍
と
一

致
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
す
る
詩
説
を
吸
収
し
て
い
る
部
分
も
多
い
こ
と
を

示
す
。 

 

第
三
章
「
『
孔
子
詩
論
』
的
理
論
創
新
」
で
は
、
『
孔
子
詩
論
』
が
断
章
取
義
か
ら
『
詩
』

そ
れ
自
体
を
論
じ
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
こ
と
、
頌
・
雅
・
風
の
分
類
の
趣
旨
を
論
じ

た
こ
と
、
性
情
学
や
礼
学
と
詩
を
結
び
付
け
、
理
論
化
し
た
こ
と
を
記
述
す
る
。 

 

第
四
章
「
『
孔
子
詩
論
』
与
漢
代
『
詩
』
学
」
で
は
、
『
詩
』
に
よ
っ
て
『
詩
』
を
説

く
南
方
詩
学
の
作
品
で
あ
る
『
孔
子
詩
論
』
が
、
荀
子
を
経
由
し
て
、
南
北
詩
学
の
融
合

で
あ
る
漢
代
の
詩
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
説
く
。 

 

本
書
に
つ
い
て
は
、
上
野
洋
子
氏
に
よ
る
詳
細
な
書
評
が
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三

十
八
号
に
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

   

『
戦
国
文
字
研
究
』
第
一
輯
（
徐
在
国
主
編
、
安
徽
大
学
漢
字
発
展
与
応
用
研
究
中

心
編
、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
九
月
、
全
一
九
九
頁
、
横
組
繁
体
字
） 

  

安
大
簡
『
詩
経
』
の
内
容
を
踏
ま
え
た
論
文
が
多
く
含
ま
れ
る
論
文
集
。
全
二
十
三
篇

の
論
文
の
内
、
六
篇
が
安
大
簡
を
資
料
と
し
た
論
文
で
あ
る
。 

 

徐
在
国
「
拠
安
大
簡
考
釈
銅
器
銘
文
一
則
」
は
、
西
周
期
の
青
銅
器
銘
文
に
見
ら
れ
る

「
不
（
丕
）

」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
丕
顕
」
或
い
は
「
丕
丕
」
と
読
む

解
釈
を
退
け
、
安
大
簡
で
「

」
が
『
毛
詩
』
の
「
副
」
字
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
不
（
丕
）

」
に
お
け
る
「

」
字
も
、
「
不
」
声
の
字
と
考
え
、
「
副
（
福
）
」
と

解
釈
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
不
（
丕
）

」
を
「
大
き
な
福
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
す

る
。 

 

郝
士
宏
「
従
安
大
簡
看
『
詩
経
』
「
采
采
」
一
詞
的
訓
詁
」
は
、
ま
ず
『
詩
経
』
で
度

々
用
い
ら
れ
る
「
采
采
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
動
詞
「
采
」
の
重
複
と
と
る
解

釈
と
、
草
の
茂
る
様
子
を
表
す
語
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
続
い

て
安
大
簡
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
、
「
と
る
」
と
い
う
動
詞
の
場
合
に
は
す
べ
て
「
采
」

字
が
用
い
ら
れ
る
一
方
、
毛
詩
の
「
采
采
」
は
そ
の
多
く
が
「
菜
菜
」
と
草
冠
を
付
し
て

書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
間
に
は
文
字
表
記
上
の
区
別
が
あ
っ
た
と
し
、「
采

采
」
は
や
は
り
動
詞
の
重
複
形
式
で
は
な
い
と
す
る
。 

 

程
燕
「
由
安
大
簡
『
君
子
偕
老
』
談
起
」
は
、
『
毛
詩
』
に
お
い
て
、
君
子
偕
老
が
七

句
・
九
句
・
八
句
の
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
非
常
に
歪
な
構
造
を
し
て
い
る
原
因
を
、
安

大
簡
か
ら
推
測
す
る
。
安
大
簡
の
君
子
偕
老
の
、
第
二
章
の
第
一
字
が
字
形
上
、
重
文
符

号
を
含
む
よ
う
に
伝
承
の
過
程
で
誤
解
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
連
鎖
反
応
に
よ
り
、
第
二
章

で
二
句
、
第
三
章
で
一
句
の
増
加
が
起
こ
り
、
現
在
の
『
毛
詩
』
の
形
に
至
っ
た
と
す
る
。

ま
た
、
魏
風
葛
屨
及
び
唐
風
揚
之
水
に
お
い
て
も
、
本
来
整
っ
た
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
根
拠
が
安
大
簡
に
残
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 



（ 87 ） 

 
劉
剛
「
『
詩
・
揚
之
水
』
「
卒
章
四
言
」
新
証
」
は
、
ま
ず
『
左
伝
』
定
公
十
年
に
あ

る
「
『
揚
水
』
卒
章
之
四
言
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
「
四
言
」
を
四
字
と
解
釈
し
、

唐
風
揚
之
水
の
卒
章
の
「
我
聞
有
命
」
を
指
す
と
い
う
解
釈
を
、
先
秦
時
代
に
お
い
て
は

「
言
」
を
「
字
」
で
は
な
く
「
句
」
と
解
釈
す
べ
き
と
し
て
退
け
る
。
そ
の
う
え
で
、
安

大
簡
で
は
同
詩
の
卒
章
が
二
句
増
え
、
三
章
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
「
揚
之
水
、
白

石
〇
〇
」
の
二
句
を
除
け
ば
、
「
我
聞
有
命
、
不
敢
以
告
人
。
如
以
告
人
、
害
于
躬
身
」

の
四
句
（
＝
四
言
）
と
な
る
こ
と
を
考
え
、
ま
た
こ
れ
が
『
左
伝
』
の
状
況
と
も
符
合
す

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

李
鵬
輝
「
談
安
大
簡
『
詩
経
』
中
的
「
褭
」
及
其
相
関
字
」
は
、
戦
国
文
字
の
「
褭
」

「
褢
」
「
褱
」
と
い
っ
た
字
が
、
字
形
上
の
区
別
を
有
し
つ
つ
も
い
ず
れ
も
同
じ
語
を
表

す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
秦
漢
以
降
の
「
褭
」
字
は
、
戦
国
の
「
褭
」
字

と
字
形
を
同
じ
く
す
る
の
み
で
、
そ
の
意
味
は
全
く
異
な
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
ま
た
、

安
大
簡
で
用
い
ら
れ
る
「
褭
」
字
は
、
「
傷
懐
」
す
な
わ
ち
傷
心
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。 

 

夏
大
兆
「
安
大
簡
『
詩
経
』
侯
六
続
考
」
は
、
著
者
の
『
安
大
簡
「
詩
経
」
侯
六
考
』

に
お
い
て
、
「
侯
」
は
晋
国
の
詩
で
あ
る
と
し
、
安
大
簡
『
詩
経
』
の
底
本
は
晋
国
の
も

の
で
あ
り
、
楚
人
が
こ
れ
を
筆
写
し
た
と
い
う
見
方
を
も
と
に
、
そ
の
根
拠
を
補
足
す
る
。 

 

【
附
記
】 

 

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）J

P
19
J1
05
03

に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。 

    

           

鳥
羽 

加
寿
也
（
と
ば
・
か
ず
や
） 

一
九
九
三
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
２
）
。
専
門
は
漢
語
音
韻
学
。
共
著
に
『
中
国
思
想
基
本
用
語
集
』
（
湯
浅
邦

弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
、
主
要
論
文
に
「
上
古
漢
語
の
声
調
に
お
け

る
地
域
時
代
差—

—

特
に
去
声
と
入
声
の
分
類
に
つ
い
て
」（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
五
号
、

二
〇
一
九
年
六
月
）
な
ど
。 


